
32広報とよおか　2006.2.25

本コーナーに出演いただくお子さんを募 
集します。対象は市内在住で２歳までの 
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふり 
がな）、性別、生年月日、保護者の氏名、 
電話番号とコメント（４０字以内）を添えて、
秘書広報課「すくすく日記係」へお送り 
ください。 

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
な
ご

ち
ゃ
ん
。
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し

い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
。

（
父　
竜
也
・
母　
良
子
、
日
高
町
殿
）

由
衣
ち
ゃ
ん
大
き
く
な
っ
た
ね
！
こ

れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
ね

（
父　
貴
規
・
母　
典
子
、桜
町
）

や
ん
ち
ゃ
な
陸
斗
く
ん
。い
っ
ぱ
い

食
べ
て
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
ね
。

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
。

（
父　
一
徹
・
母　
清
美
、日
高
町
国
分
寺
）

■
特
別
賞

▽
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
連

絡
協
議
会

　

文
化
を
通
じ
て
、
関
西
か
ら
日

本
を
元
気
に
す
る
こ
と
に
貢
献
し

た
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
関
西

元
気
文
化
圏
賞
」
の
特
別
賞
を
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
推
進
連

絡
協
議
会
（
豊
岡
市
は
じ
め
国
県

や
関
係
団
体
・
住
民
な
ど
で
構

成
）」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
関
西
の
企
業
や
自

治
体
、
報
道
機
関
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
関
西
元
気
文
化
圏
推
進
協

議
会
」
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
に
向
け

た
長
年
の
取
組
み
と
、
昨
秋
の
試

験
放
鳥
が
全
国
か
ら
注
目
を
集
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞

▽
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

限
り
あ
る
観
光
資
源
や
素
材
の

価
値
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
享
受

で
き
る
「
持
続
可
能
な
観
光
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文

化
賞
」
の
最
優
秀
賞
に
豊
岡
市
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
単
に
保
護
増
殖

し
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
自
然
環
境
・
文
化

環
境
を
再
生
し
て
い
る
、
未
来
志

向
型
の
交
流
文
化
創
出
の
取
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
知
事
表
彰
（
個
人
）

▽
安
井　

正
典
（
西
花
園
区
防
災

ネ
ッ
ト
）

■
知
事
賞

▽
中
谷　

�
子
（
但
東
町
相
田
）

■
知
事
表
彰

▽
元
井　

義
文
（
城
崎
町
湯
島
）

■
知
事
感
謝

▽
国
村　

邦
子
（
出
石
町
寺
坂
）

▽
久
利　

美
幸
（
出
石
町
福
住
）

▽
塩
浜　

�
子
（
津
居
山
）

▽
篠
原　

道
子
（
出
石
町
田
結
庄
）

▽
森
本　

妙
子
（
出
石
町
長
砂
）

■
農
林
水
産
大
臣
表
彰

▽
岡
田
諒
太
郎
（
大
篠
岡
）

▽
古
橋　

秀
夫
（
日
高
町
上
郷
）

▽
横
山　

洋
海
（
出
石
町
上
村
）

■
経
済
産
業
省
感
謝

▽
阿
部　

泰
治
（
高
屋
）

▽
石
田　

二
夫
（
但
東
町
口
藤
）

▽
国
村　

邦
子
（
出
石
町
寺
坂
）

▽
久
利　

美
幸
（
出
石
町
福
住
）

▽
河
本
木
美
子
（
妙
楽
寺
）

▽
小
丸　

弘
志
（
大
手
町
）

▽
澤
田　
　

哲
（
但
東
町
高
龍
寺
）

▽
谷
口　

晴
己
（
宮
島
）

▽
中
田
ひ
ろ
み
（
山
本
）

▽
西
原　

洋
子
（
弥
栄
町
）

▽
西
村　

雅
代
（
日
高
町
土
居
）

▽
前
平　

照
子
（
下
陰
）

▽
森
脇　

和
子
（
出
石
町
弘
原
）

▽
瑜
伽　
　

彰
（
但
東
町
河
本
）

▽
吉
谷
富
美
子
（
昭
和
町
）

沙
奈
の
笑
顔
で
み
ん
な
が
癒
さ
れ
て

る
よ
。
元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
。

（
父　
貴
教
・
母　
紅
、出
石
町
町
分
）

踊
り
が
上
手
な
リ
コ
�
元
気
で
や
さ

し
い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
！

（
父　
雪
浩
・
母　
美
佳
、弥
栄
町
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう
ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

（平成１７年１月１６日生）
小 山 由  衣 

ゆ い

ちゃん
（平成１６年２月１０日生）
足 立 陸  斗 

りく と

ちゃん

（平成１６年３月１９日生）
田路なごみちゃん

（平成１７年７月２７日生）
古 川 沙  奈 

さ な

ちゃん
（平成１６年５月２６日生）
森 田 梨  心 

り こ

ちゃん

平
成　

年
１７

関
西
元
気
文
化
圏
賞

（
敬
称
略
）

平
成　

年
度

１７

　

統
計
功
労
者
表
彰

第
１
回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞

優
良
自
主
防
災
組
織
表
彰

ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の

コ
ン
ク
ー
ル
家
庭
部
門
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月の主な行事 

平成１８年 

3
MARCH

●コンテンポラリーダンス　ワークショップ
（～３日、豊岡市民プラザ）

（水）１

（木）２
（金）３

●環境フォーラム　ｉｎ　出石
（１３：３０～、出石農業環境改善センター）

（土）４

●コンテンポラリーダンス公演「男時女時」
（１５：００～、豊岡市民プラザ）

（日）５

●奥神鍋スキー場まつり（日高町山田）
●万場スキー場まつり（日高町万場）
●親と子のためのコンテンポラリーダンス
　ワークショップ（１０：００～、豊岡市民プラザ）

（月）６

（火）７
（水）８
（木）９

●馬頭琴とクラシックバレエの夕べ
（１８：３０～、但東市民ホール）

（金）１０

●２００６のじぎく兵庫国体２００日前イベント　
がんばらーで！国体　記念講演
（９：４５～、日高文化体育館）

●セルフ ･カウンセリング講座
（１３：３０～、市民会館）

●お父さん、出番ですよ！－父親座談会－
（１３：３０～、豊岡市民プラザ）

（土）１１

（日）１２
（月）１３
（火）１４

●スナップＩＮ城崎
（１０：３０～、さとの湯イベント広場）

（水）１５

（木）１６
●なかよし広場（９：３０～、豊岡市民プラザ）
●リラックス体験会

（１３：３０～、豊岡市民プラザ）
●初午大祭（～１９日、出石城跡周辺）
●観世流「能」ワークショップ

（１８：３０～、豊岡市民プラザ）

（金）１７

●能と狂言の世界（１４：００～、市民会館）（土）１８
（日）１９

●おやこでたいけん－しつけとマナー講座－
（１０：００～、子育て総合センター）

（月）２０

春分の日
●たる酒のふるまいおよび
　　　　　　　　カニの逆さオークション

（１１：００～、さとの湯イベント広場）
●ゆめ風であいましょう
（１４：００～、出石ニューグランドホテル）

（火）２１

●おやっこ遊び（１０：３０～・１３：３０～、
子育て総合センター）

（水）２２

（木）２３
（金）２４

●子どものためのおもしろワークショップ
（１４：００～、豊岡市民プラザ）

●サロンコンサート「土曜コンサート」
（１７：００～、豊岡市民プラザ）

（土）２５

●第２０回兵庫・豊岡円山川マラソン大会
（１０：００～、総合体育館前発）

●地ビールの無料サービス
（１１：００～、さとの湯イベント広場）

●サロンコンサート「童謡コンサート」
（１３：００～、豊岡市民プラザ）

●うたごえ喫茶イン高橋
（１３：００～、高橋地区公民館）

●西宮市吹奏楽団演奏会「春風のプレゼント」
　（１３：３０～、日高文化体育館）

●ピッコロ劇団オフシアター
　「ハイヒールで蹴っ飛ばせ　ＳＰＩＫＥ　ＨＥＥＬＳ」

（１４：００～、豊岡市民プラザ）

（日）２６

（月）２７
（火）２８
（水）２９
（木）３０
（金）３１

平成１８年２月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

92,510 

44,388 

48,122 

31,526

（－122人） 

（－36人） 

（－86人） 

  （－39世帯） 

▼
豊
岡
駅
通
商
店
街
の
愛
称
が
決
ま
り

ま
し
た
。「
サ
ン　
ス
ト
ー
ク　
ア
ベ
ニュ
ー
」

…
輝
く
太
陽
の
下
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
は

ば
た
く
ま
ち
の
大
通
り
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
空
店
舗
が
目
立

つ
駅
通
商
店
街
に
、
輝
き
や
活
気
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。　
　

○Ｈ
 

　
▼
氷
上
・
和
田
山
間
の
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
の
工
事
が
い
よ
い
よ
大
詰
め
に
。

数
年
前
は
、
ど
こ
を
通
る
の
か
さ
っ
ぱ

り
検
討
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
に
周
囲
を
通
る
と
環
境
の
変
化

に
び
っ
く
り
。
兵
庫
国
体
の
開
幕
と
合

わ
せ
て
開
通
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
○Ｏ
 

　
▼
秋
篠
宮
妃
紀
子
さ
ま
が
ご
懐
妊
さ
れ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ご
縁
か
も
と
全
国
で
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
、
私
の
周

り
で
も
、
今
年
、
出
産
予
定
の
方
が
あ

る
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
豊
岡
の
人
口

が
増
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
○Ｙ
 

　
▼
風
邪
が
大
流
行
し
て
い
ま
す
。
私
も

先
日
流
行
の
波
に
乗
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
…
。
早
く
治
す
に
は
○
○
が
い
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
を
素
直
に
取
り
入
れ
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
体
調
が
回
復
し
て

い
ま
し
た
。
先
人
の
知
恵
や
知
識
に
は

感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記



34広報とよおか　2006.2.25Trademark of American Soybean Association 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

「広報とよおか」は、資源保護のため古紙１００％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

7

小野 地区 
（出石） 

お の 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある３０地区の宝を紹介します。 

香美町 

482

703

426

706

706

536

247

神美トンネル 
いずたんトンネル 

法沢山 
　▲６４４ 

白糸の滝 

小野小学校 

はすまつり 

旬彩館 

出石神社 
此隅山城跡 

出石川防災センター・ 
いずし古代学習館 

宮内 

口小野 

奥小野 

袴狭 

小野地区 

但東 

豊岡 

京
都
府 

●地区のいわれ
　小野地区の名称は、同地区にあったとされる
荘園「小野庄」の名に由来しているといわれて
います。同地区には、天日槍伝説や飛鳥から平
安時代の役所跡と考えられる袴狭遺跡、室町時
代に築城されたとされる比隅山城跡などが残っ
ています。自然環境に恵まれ、主に農業などが
盛んな地域です。東には但東地域につながるい
ずたんトンネル、西には豊岡地域につながる神
美トンネルがあり、交通の要衝となっています。

●主な公共施設
・出石川防災センター・いずし古代学習館
・小野小学校

豊岡市 

▲旬彩館
　毎週土曜日の朝６時から正午まで
朝市が開かれます。地区特産の「 小 

お

 野  芋 」と呼ばれる粘り強く煮崩れし
の いも

ない里芋などの新鮮な農産物が販売
されます。

▼出石川防災センター
　　・いずし古代学習館
　防災センターは災害時の防災基地
として、防災事業の取組みなどが紹
介されています。また同施設内の古
代学習館は石棺や土器などが展示さ
れ、古代からの出石の歴史を学び、
体験することができます。

▲はすまつり
　毎年７月中旬に開催されるはすま
つり。約３千平方メートルの休耕田
に鮮やかな色の花が咲き誇ります。
花が開くときには「ポン」と音がす
るとか…。はすの鉢苗などの販売も
行われます。

▼白糸の滝
　ひょうご森林浴５０選に指定されて
おり、白糸を流したような美しい姿
が訪れる人の心を魅了します。

小野地区
●行政区数
　　　　　　　４区
●人口　　１，４１７人
　男性　　　６７４人
　女性　　　７４３人
●世帯数　　　４０５世帯
（平成１８年２月１日現在）

●行政区

　　・ 宮  内 
みや うち

　　・ 袴  狭 
はか ざ

　　・ 口  小  野 
くち お の

　　・ 奥  小  野 
おく お の

▲出石神社
　但馬一の宮神社として但馬開発
の祖神、天日槍と八種の宝が祭ら
れています。境内では毎年５月５
日の節句に子どもの元気な成長を
願い、 幟 まわしが行われます。

のぼり


